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本

抄

と

十

法

界

抄

と

の

交

渉

露

骨

泉

義

て
佐
前
我
組
内
殺
の
法
門
さ
外
周
の
教
義

佐
前
我
組
内
の
法
門
ご
は
、
正
し
く
十
法
界
抄
の
如
〈

に
し
て
、
即
も
我
が
姐
が
御
一
代
を
佐
の
前
后
に
分
も
、

通
途
は
佐
前
を
外
用
ご
し
、
佐
后
を
内
証
と
す
、
然
れ
ざ

も
今
佐
前
の
所
設
に
係
る
十
法
界
事
の
如
き
、
既
に
事
組

内
証
の
法
問
を
説
く
、
此
れ
は
是
れ
懐
中
別
記
の
書
に
し

て
、
佐
前
な
り
ご
雌
も
、
本
住
神
力
別
付
の
法
門
を
密
一
不

し
而
し
℃
、
爾
前
無
得
沼
を
論
じ
本
法
の
異
目
を
判
じ
給

ふ
。
之
れ
を
要
す
る
に
宗
祖
は
内
証
即
も
本
化
付
幅
閣
の
大

事
を
堕
悟
し
、
最
初
に
述
門
の
敬
意
十
界
互
具
一
念
三
千

の
設
不
仁
約
し
て
、
爾
前
嘗
分
の
待
盆
を
奪
へ
り
、
来
仁

本
法
相
劇
到
に
約
し
、
本
を
以
て
越
を
奪
ム
、
然
h
r・－雑ざ

も
、
共
師
趣
す
る
鹿
は
、
本
恋
一
小
二
、
観
必
の
妙
旨
を
以

敬

て
、
宜
ハ
越
を
奪
ふ
畠
蓋
し
法
門
の
得
道
を
奪
ふ
ご
雄
ざ
も

其
意
は
爾
前
を
斥
ふ
仁
あ
れ
ば
な
L

リ
。
荊
渓
云
奪
迩
得
道

意
在
爾
前
云
骨
関
越
門
仁
皆
是
異
質
の
文
有
k
y
、
さ
れ

ば
爾
前
に
得
盆
を
許
す
や
如
何
答
今
果
門
に
望
る
に
、

建
問
は
爾
前
に
費
し
て
且
ら
〈
異
質
ど
云
耳
、
異
に
得
盆

を
許
す
義
に
は
之
れ
有
ら
ゴ
る
品
。
遮
門
一
往
の
所
設
じ

依
れ
ば
爾
前
仁
於
は
、
且
（
、
法
華
の
潟
の
故
に
、
三
兼

営
分
の
得
道
即
ち
熟
盆
を
得
せ
乙
む
が
如
な
れ
ざ
も
本
問

視
心
仁
至
て
は
、
一
向
仁
爾
前
仁
得
盆
を
許
呂
、
ざ
る
品
。

3
れ
ば
、
法
華
本
門
観
心
の
意
よ
り
偽
の
一
代
通
一
一
殺
を
按

ず
る
に
、
述
門
の
大
教
起
れ
ば
爾
前
の
数
己
し
、
本
門
の

大
教
起
れ
ば
、
悲
門
爾
前
己
し
、
親
心
の
大
数
起
れ
は
本

連
爾
前
共
仁
む
ず
一
戸
々
（
締
法
二
九
一
）
さ
以
て
本
誌
の
起

章
を
定
め
給
ふ
。
而
し

τ、
本
門
事
雨
量
品
の
皆
貫
不
虚
の

文
を
、
喜
一
組
稗
し
て
云
く
、
約
二
回
頓
衆
生
一
於
二
本
法
二
門
一

一
賃
一
虚
己
よ
妙
禦
ノ
記
ノ
九
一
去
故
－
一
知
ヌ
謹
ノ
質
ハ
於
け
本
ニ

精
虚
ナ
リ
一
ご
但
皆
是
異
賞
者
、
若
し
本
門
仁
望
む
れ
は

迩
は
備
是
れ
席
一
也
吉
雄
ざ
も
、
一
座
の
中
仁
虚
買
を
論
ず

る
故
仁
、
本
部
一
共
に
、
異
質
ご
は
云
よ
也
。
故
に
本
門
未
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願
の
時
は
、
遺
門
備
虚
ご
名
け
、
頼
れ
己
れ
ば
、
法
門
の

悌
因
は
、
本
門
の
悌
果
ど
鶏
る
が
故
に
、
天
月
水
月
、
本

有
の
法
ご
成
て
、
本
語
共
に
三
世
常
住
さ
、
顕
る
、
也
。

等
と
、
如
此
宗
加
は
佐
前
に
於
て
、
銃
に
本
化
己
証
の
、

資
義
を
記
し
玉
ふ
、
失
仁
外
用
を
云
は
立
、
十
法
界
事
の

如
主
、
宗
施
、
佐
前
に
於
て
、
能
く
本
化
内
証
の
異
義
を

知
る
ご
雄
ざ
も
、
偽
に
前
楼
后
貨
の
儀
軌
あ
る
が
如
く
、

且
〈
、
内
証
を
秘
し
て
、
法
化
弘
法
の
導
師
、
墓
組
附
順

の
弘
敬
、
数
機
時
開
抄
等
の
如
き
敬
義
を
ば
、
外
周
の
法

門
ご
云
ふ
品
。
然
れ
ば
、
三
津
抄
（
締
法
一
七
O
五
）
云
〈
、

佐
前
の
法
門
は
悌
の
爾
前
経
ご
思
召
す
五
セ
佐
前
御
撰

越
の
書
中
、
数
今
、
天
肇
沙
門
ご
云
ひ
、
叉
、
根
本
大
師

門
人
等
芝
、
被
遊
を
以
て
も
、
佐
前
法
化
付
順
の
旨
を
、

如
る
べ
き
・
也
。

－
－
．
槌
寅
吉
本
謎
三
の
同
開
係
及
其

Hm趣

爾
前
四
十
除
年
の
所
説
、
随
情
方
使
の
権
大
乗
、
後
八

年
の
異
質
本
懐
の
寛
大
乗
即
も
擢
賢
二
敬
ご
、
法
華
経
前

十
四
品
の
述
内
後
十
四
品
の
本
門
即
も
本
法
二
門
ど
の
、

関
係
を
述
べ
、
己
瀬
真
賓
の
法
華
を
以
て
、
未
頴
異
質
、
爾

前
構
殺
の
得
道
有
無
を
決
す
。
凡
ヅ
爾
前
諮
敢
に
は
‘
仮

令
、
諸
法

ω固
融
を
設
〈
、
回
数
有
る
に
、
似
た
り
ご
雄

ざ
も
、
未
だ
二
一
誕
の
成
備
を
詐
ぎ
る
が
故
に
、
異
質
国
敢

ご
云
ム
を
得
ず
、
之
れ
十
界
互
共
の
凶
理
互
融
の
妙
旨
を

設
ぎ
れ
ば
争
b
o
然
る
に
、
法
革
法
門
、
方
便
H

聞
に
歪
て
、

十
如
寅
相
を
説
〈
に
、
爾
前
の
隔
情
全
く
融
L
‘
不
鍾
真

如
、
質
相
の
深
理
漏
れ
、
プ
念
三
千
の
名
義
成
立
し
、
所

化
の
衆
生
、
異
質
の
断
戚
証
地
を
以
て
、
十
回
介
具
足
、
法

界
互
融
の
、
一
大
国
偽
じ
体
位
比
す
る
事
を
得
、
雑
然
、
諮

問
に
至
て
は
、
倫
理
性
の
互
具
を
論
ず
る
耳
に

L
て
、
未

r本
鹿
児
本
有
を
談
守
合
ヲ
O

本
門
に
至
て
、
始
て
、
久
遠
託

得
、
事
二
念
三
千
を
成
じ
、
迩
門
、
本
無
今
有
の
失
は
頓

仁
、
無
始
無
終
色
白
河
常
住
ご
按
じ
、
是
法
住
法
位
世
間
相
常

住
の
、
理
談
は
縛
し
て
三
世
常
住
無
作
本
質
の
過
古
常
顕

れ
異
の
魔
体
を
成
ず
、
此
時
に
嘗
て
や
、
高
水
一
月
は
、
既

に
天
月
の
如
し
、
然
れ
ば
、
法
化
他
方
の
諸
悌
諸
菩
薩
等
は

皆
稗
骨
骨
が
久
遠
の
弟
子
品
。
如
斯
法
華
顕
本
の
前
後
に
於

て
、
本
語
二
門
の
相
違
夫
れ
如
v
此
を
知
る
ぺ
し
。
天
蓋

の
云
〈
、
叉
法
華
の
前
に
、
語
圏
の
如
来
を
明
す
は
、
同
じ
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ぐ
是
れ
、
恋
中
の
所
設
争
る
の
み
、
接
悲
願
本
の
三
如
来

は
、
永
〈
諸
経
仁
異
b
T」
云
ふ
。
接
悲
願
本
せ
ざ
れ
ば
、

異
の
一
念
三
千
綴
れ
A
V
此
の
本
門
書
量
品
の
天
月
且
〈
影

を
大
小
の
器
に
浮
ぺ
給
ふ
を
諸
宗
の
皐
者
等
、
水
中
の
月

前
謂
法
問
に
質
問
の
思
ひ
を
鋳
し
、
近
〈
は
、
自
宗
氏
迷
惑

し
、
建
〈
は
、
法
華
経
議
量
口
m
を
知
ら
ず
。
然
り
而
し
て
、

本
法
相
針
せ
ば
、
諮
問
備
爾
前
氏
岡
ず
る
品
。
如
比
本
語
相

劃
し
て
、
諮
問
の
理
国
を
下
す
事
、
共
意
、
爾
前
の
得
道
を

根
本
的
じ
許
き
立
る
の
故
也
。
蓋
し
嘗
家
に
此
れ
が
相
艶

を
重
要
競
す
る
の
所
以
な
り
。
雄
然
麿
遮
立
本
の
日
は
、

書
量
品
の
偽
、
我
質
成
備
ご
設
き
、
十
界
貿
成
を
顕
す
、

於
此
諮
問
理
国
三
千
の
嘗
慮
金
〈
自
受
用
身
、
本
質
の
智

体
を
成
じ
、
十
界
の
身
皆
古
悌
じ
し
て
、
所
居
の
土
は
、

脅
常
寂
光
ご
な
b
、
本
語
一
致
の
妙
旨
を
現
ず
る
守
h
o

豆
、
二
抄
斧
設
の
用
意
主
意
趣

十
法
界
抄
ご
致
機
時
国
抄
ご
は
、
同
く
、
佐
前
の
御
書

中
か
り
ど
艇
も
英
内
容
仁
於
て
、
議
仁
殊
な
り
、
即
も
一
は
、

本
語
相
掛
仁
し
て
、
本
門
よ
り
、
法
門
を
奪
て
、
爾
前
の
無

得
議
を
証
し
、
遂
仁
は
、
本
門
一
致
の
旨
を
明
す
。
一
は
権

費
相
調
即
も
宗
組
肇
家
付
順
の
教
法
を
以
て
、
権
殺
を
破

尽
す
。
故
に
吾
人
此
ニ
書
拝
護
鏡
仰
せ
ん
ご
な
ら
ば
、
先

づ
、
十
法
界
事
の
如
き
、
宗
組
内
証
の
質
義
を
明
す
、
懐
中

別
記
の
書
な
れ
ば
、
一
抄
の
内
容
悉
（
四
重
典
麗
の
親
心

門
よ
b
出
ぜ
た

b
o
放
に
此
抄
に
就
て
は
、
親

ι｛
、
佐
后

内
証
異
質
の
法
問
に
接
す
る
思
ひ
を
貸
し
、
以
て
拝
讃
し
、

且
つ
宗
祖
が
天
豊
付
顕
の
嘗
時
尚
己
設
の
訟
を
記
し
給
ふ

遁
を
、
深
〈
味
ふ
べ
き
也
。
数
機
時
閣
抄
は
、
三
世
話
備

会
構
后
賓
の
法
儀
に
則
b
倫
宗
組
濁
特
の
五
綱
を
以
て
、

極
力
樺
賓
相
艶
構
内
破
尿
仁
御
心
を
用
ひ
給
ひ
た
る
な
れ

ば
、
如
何
仁
宗
祖
が
間
断
無
〈
、
悌
一
代
の
所
説
五
千
七

千
の
微
塵
の
数
艇
を
判
蒋
遊
，
ほ
さ
れ
た
る
か
を
伺
ひ
知
る

べ
き
也
。
要
す
る
に
爾
抄
は
宗
組
が
佐
の
前
後
に
踊
れ
た

る
、
重
要
の
敬
義
を
網
羅

ιあ
れ
ば
、
内
証
外
周
密
接
の

関
係
を
有
す
る
事
瞭
冷
た
b
。
叉
宗
姐
が
捨
の
用
捨
仁
巧

・
な
る
事
又
併
せ
て
存
知
し
共
内
部
所
顕
の
法
義
を
周
知
す

ぺ
き
な
－
h
J
O

(u) 
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宗
組
の
畢
世
、
樟
曾
の
本
懐
を
遁
ぺ
、
塞
嘗
の
異
目
を

判
じ
、
樺
宗
の
迷
妄
を
、
論
破
し
二
大
異
理
妙
法
弘
通
を

以

τ任
悲
し
事
、
夫
の
言
を
侠
た
、
ぎ
る
也
、
宗
組
は
五
網

の
剣
轄
を
以
て
、
三
時
諸
宗
の
浅
深
勝
劣
取
拾
を
判
じ
、

以
て
時
機
相
臆
最
勝
微
妙
甚
加
悼
の
三
秘
立
行
而
し
て
皆
蹄

妙
法
の
基
礎
た
ら
し
め
た
る
晶
、

本
抄
御
著
述
の
嘗
年
時
機
を
鑑
み
、
六
宗
の
勝
劣
を
論

じ
、
而
し
て
普
〈
一
切
衆
生
を
し
て
妙
法
を
信
守
乙
め
ん

と
巧
み
に
五
網
を
以
て
判
敬
避
ば
さ
れ
た
る
弘
、
御
自
身
、

上
行
再
誕
異
に
此
れ
、
霊
山
別
付
の
導
師
な
る
事
を
畳
知

遊
ば
す
ご
離
も
未
だ
内
詮
を
秘
し
て
頴
さ
ず
。
只
仁
肇
家

付
順
の
身
を
以
て
妙
花
最
勝
の
妙
を
頴
は
せ
し
争
h
o
宗

教
の
五
綱
を
大
判
せ
し
事
、
凡
そ
能
弘
の
師
必
ず
、
宗
殺

の
五
綱
を
し
ら
ぎ
る
ぺ
か
ら
、
ざ
れ
ば
争
り
c
何
世
」
な
れ
ば

教
は
機
に
依
て
顕
れ
、
機
は
時
じ
随
て
進
退
し
、
時
は
園

に
依
て
異
り
、
闘
は
教
法
流
布
の
如
何
に
依
て
結
す
、
教

法
械
布
の
前
後
は
、
自
ら
一
閣
の
気
風
を
支
配
し
、
一
国

の
無
風
は
一
定
の
時
代
ご
思
潮
さ
を
番
し
、
時
代
は
人
を

諮
り
、
人
は
敬
訟
を
左
右
す
、
此
五
綱
は
、
賓
に
一
連
の
貫

鎗
じ
し
て
、
一
も
離
る
可
か
ら
ず
、
此
の
如
く
ん
ば
、
世
を

導
き
人
士
を
誘
ひ
、
究
克
最
極
の
依
止
慮
に
至
ら
し
め
ん

ご
す
る
も
の
何
す
五
網
を
知
ら
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
。
而

る
に
塾
組
以
前
の
諸
師
或
は
機
を
重
じ
て
、
時
を
軽
じ
、

或
は
機
時
を
知
る
ご
雌
も
、
教
法
の
撰
津
を
過
h
、
或
は

能
〈
教
法
を
知
る
ご
躍
も
、
前
後
流
布
の
相
ぞ
徹
見
せ
令
。

故
仁
我
組
彼
等
が
一
部
に
僻
目
末
V
H
1
宝
象
を
知
ら

5
る
を

慨
し
、
其
妄
を
破
”
し
‘
共
迷
を
関
以
て
能
弘
の
師
必
ず
五

網
を
知
ら
ざ
る
ぺ
か

ιざ
る
を
示
し
給
ム
、
而
し
て
五
網

所
知
の
師
必
ず
死
身
弘
法
す
べ
く
、
然
ら
ば
三
類
競
ひ
起

る
ぺ
き
を
一
不
し
、
末
代
吾
人
を
驚
策
し
給
ム
、

＝
、
本
抄
－
一
の
論
目

一
、
悌
天
調
容
の
異
論
一
、
悌
滅
年
代
論
一
、
偽

教
の
支
那
博
来
論
同
様
漢
明
帝
時
代
の
悌
数
侍
来
の
朕

態
向
悌
致
侍
来
の
終
末
向
翻
課
事
業
一
、
偽
設
校

了
一
、
大
乗
数
ご
小
乗
数
ご
の
相
異
一
、
構
大
乗
敢

さ
質
大
乗
致
ど
の
異
目
一
、
機
根
分
別
と
悌
設
法
ご
設

時
一
、
身
子
の
得
解
ぜ
」
観
機
韻
謬
一
、
三
時
弘
経
の

師
ご
機
類
分
別
一
、
今
時
弘
経
者
の
心
得
一
、
経
文

(13) 



中
の
異
文
曾
遁
ご
論
結
一
、
事
組
の
時
代
観
一
、
三

時
さ
三
皐
三
重
の
相
配
及
型
踊
の
判
決
一
、
末
法
無
戒

の
理
由
州
無
戒
ざ
破
戒
倒
末
法
借
侶
の
道
徳
観
念
如

何
例
悌
致
思
想
よ
り
見
た
る
天
災
観
一
、
園
家
ご
偶

数
一
、
歴
史
ご
博
道
方
法
一
、
思
想
構
成
と
歴
史
の

研
究
一
、
五
義
制
判
ご
諸
師
の
判
敬
一
、
図
師
ご
は

何
宇
一
、
国
師
の
資
格
一
、
図
民
数
育
ご
法
華
経

一
、
侍
殺
の
三
時
論
と
我
温
の
三
時
論
一
、
本
末
有
善

論
ご
純
国
論
の
差
異
及
脅
迫
一
、
太
子
竪
異
等
の
図
機

詫
ご
我
組
引
用
の
意
趣
一
、
念
縄
律
興
起
の
原
因
ご
共

致
法
一
、
念
躍
律
破
の
根
本
意
義
一
、
日
本
闘
と
法

華
経
一
、
諸
師
の
予
言
ご
日
本
及
事
組
引
用
の
意
義

一
、
本
朝
侍
来
の
偽
敬
一
、
商
都
六
宗
の
興
起
ご
其
前

後
一
、
博
教
の
偽
数
思
想
ご
及
共
事
業
一
、
帝
都
備

激
ご
惇
数
ご
の
関
係
一
、
平
安
実
都
ご
博
敬
ご
の
関
係

一
、
念
踏
の
勃
興
ご
其
博
道
匿
域
ご
信
者
の
種
類

一
、
鎌
倉
の
悌
数
ご
京
師
の
悌
敬
（
墓
枇
諸
山
市
封
破
の

究
第
ご
各
宗
博
道
の
匝
域
）
一
、
三
類
蜂
起
の
時
代

一

、

揖

椋

論

ハ

位

和

）

蓄

量

五

百

塵

駄

に
封
す
る
私
見

(14) 

本

宗
祖
大
士
無
始
本
且
買
を
逓
ぺ
給
ふ
に
三
あ
b
」

J

に
は
本

軍
捗
じ
日
〈
「
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
無
始
の
古
備

品
』
云
q

此
れ
本
悌
一
冗
能
所
二
詮
な
し
ご
離
も
且
く
所
願

の
三
身
仁
約
し
て
無
始
の
古
悌
也
と
宣
せ
給
ふ
本
軍
捗
略

要
に
『
五
百
麗
点
復
過
於
此
等
は
能
額
の
書
量
・
⑤
り
無
始

本
備
十
界
常
住
ご
は
所
願
の
三
身
な
h

リ
故
に
文
を
過
て
底

理
を
指
を
乃
至
所
出
納
ご
言
ふ
な
り
』
ご
即
も
此
の
意
・
砂
・
り
。

に
に
は
嘗
体
義
紗
じ
『
稗
曾
五
百
慶
点
劫
嘗
初
証
得
』
ご

是
れ
能
顕
の
三
身
仁
約
し
て
且
く
嘗
初
ご
宣
す
、
次
下
の

『
能
詮
所
詮
本
理
」
の
文
忠
ふ
ぺ
し
之
れ
密
に
非
算
の
数
に

寄
せ
て
始
即
本
を
顕
し
給
ふ
文
旨
知
る
ぺ
乙
弓
に
濯
頂
紗

に
『
雄
無
始
本
費
三
身
且
立
五
百
塵
点
劫
成
悌
』
文
是
れ

能
頴
所
願
能
証
所
証
ニ
而
非
ニ
一
な
る
上
仁
一
於
て
無
始
を

論
じ
給
ム
・
号
、
り
、
正
議
仁
臼
〈
『
且
立
塵
点
之
語
者
塵
点
久

成
椴
之
明
文
也
』
ご
誠
仁
始
畳
即
本
畳
の
悌
身
は
能
額
所

望

月

啓


